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1． はじめに 

タイ国では雨季における降水量の季節予測が重要であ

る。2011年 8月には、記録的な豪雨が続き、2か月間チャ

オプラヤ川流域で洪水が発生し、約 800人もの犠牲者が発

生した。人的被害だけでなく、農地や工場地帯、都市中心

部に広く浸水し、約 3000 億円の経済的損失 1)があった。

また、タイ国は、米の生産を国の重要な輸出産業の 1つと

してもち、乾季でもダムの貯水を灌漑に利用して、1年中

米の生産をするために、雨季の期間にダムの貯水量を蓄え

ておく必要がある。そのため、乾季の米生産を安定的に行

うため、プミポンダムとシリキットダムのような大きなダ

ムの利水運用に季節予測が利用されている。 

近年、東南アジア近辺で雨季の始まりが早まり、6月の

降雨傾向が弱まっている 1)。雨季の始まりでは、ベンガル

湾の水蒸気流入の影響を大きく受け,6 月は東シナ海から

の風が水蒸気を流入させる。反対に、西太平洋では、雨季

の始まりが遅くなり、6月の降雨傾向が強まっている。こ

れは、温暖化現象によって、総観規模の気象場がモンスー

ンの停滞に影響を与えていると考えられる。 

本研究では、タイ国における雨季の始まりが過去 19 年

間の特徴を説明することを目的とする。 

 

2. 利用データ  

 本研究では Thailand Meteorological Department(TMD)

の降雨観測データを利用した。TMD の降雨観測データは、

タイ国全土に 110 か所ある観測サイトで観測されたもの

で、1981 年から 2017 年の期間で0.083° × 0.083°のグリッ

ドデータで構成されている。本研究では、TMD提供データ

のうち、日降水量データを利用した。 

 

3. 雨季の定義 

Wang and Ho(2001)は、西太平洋とベンガル湾近辺の雨

季(5月から 9月)の始まりと終わりを 5日間平均した日降

水量を用いて定義 2)した。先行研究により示された雨季の

定義について説明する。 

 Wang らは、雨季の期間に 5 日間平均した日降水量とそ

の年の 1 月の平均日降水量との差を表す変数を定義した。 

                  𝑃𝑅𝑖 = 𝑅𝑖 − 𝑅𝐽𝐴𝑁        (1)  

 ここで、1月の平均日降水量𝑅𝐽𝐴𝑁は、冬季の平均的な降

水率を表しているとして、用いている。したがって𝑃𝑅𝑖は

特定の期間と冬季期間の比較を表す変数である。北半球で

は、夏季モンスーンによる雨季の間に、𝑃𝑅𝑖は最大値にな

ると予測できる。 

Wang らは西太平洋とベンガル湾近辺で雨季の平均日降

水量が 5mm/day 以上であることから、平均日降水量

5mm/dayは雨季を定義するのに十分な値であるとした。し

たがって、𝑃𝑅𝑖が 5mm/day を超えるときに雨季が始まり、

𝑃𝑅𝑖が 5mm/day より小さくなった期間に雨季が終わると定

義した。 

図-2は過去 19年間におけるチャオプラヤ川流域の年間

降水量を示している。平年の年間降水量は 1200mm/yearで

あるが、1400mm/yearを超える年もある。 

 

4. 検証 

 1981年から 1999年までの過去 19年間において検証をお

こなった。対象地域は、チャオプラヤ流域、ピン川流域、

ヨン川流域の 3つの流域とした。対象地域内のグリッドデ

 

図-1 シリキットダムの様子(2019年 3月著者撮影) 

 
図-2 過去 19年間のチャオプラヤ川流域における年

降水量 
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ータの差を取って、閾値以上となった日を計算した。本研

究では、5mm/day、6mm/day、7mm/day の 3つの閾値を用い

た。 

 図-4 は、過去 19年間における、各地域の閾値毎の変化

を表している。流域②、③においては閾値毎にほとんど変

化が見られなかった。これは、大きな降雨をもたらす大規

模な気象場が一度に流域周辺に停滞するといえる。また、

内陸部では、ベンガル湾からの水蒸気流入量が大きく、年

間を通して降水量が多くなるため、雨季の判定において閾

値の値設定を大きくする必要があると考えられる。 

流域①では、閾値 5mm/dayと 6mm/dayとの差はあまりな

かったが、7mm/day との間で差が見られた。これは、

5mm/day と 6mm/day がチャオプラヤ川流域での閾値が 5-

6mm/day の間で妥当な値であることを示している。 

 

5.まとめ 

 1981 年から 1999 年の過去 19 年間を対象に 3 つの流域

で雨季の始まりの特徴を示した。各閾値に対して、内陸部

の 2つの流域ではあまり変化がなかった。これは雨季の始

まりは、ベンガル湾の水蒸気流入が大きく、大きな気象場

が一度に停滞すると考えられる。内陸部では、雨季を定義

する閾値はより大きな値であるということがわかった。 

チャオプラヤ川流域では、5-6mm/day と 7mm/dayの間に

違いが見られた。これは、5-6mm/day がチャオプラヤ川流

域の雨季を定義するのに十分な値であることを示してい

る。 

著者らは、2019年の 3月と 10月にタイ国の気象機関で

ある Thailand Meteorological Department(TMD)と治水期

間である Royal Irrigation department(RID)を訪れ、季

節予測に関する技術の報告を行ってきた。そこで、タイ国

が抱えている季節予測に関する問題や、取り組んでいるこ

とに関して議論を行った。タイ国では農業の安定に付随し

て政治的な安定がある。そのため、雨季の治水対策も重要

であるが、それと同時に乾季の灌漑もまた重要であるとい

う。季節予測の精度の向上がタイ国の安定にとって重要で

ある。 

今後は、より細かい地域に対して、過去と近年で雨季の

始まりに地域的な傾向があるか、また雨季始まりや終わり

の期間の大気が不安定な場において大気と陸面の相互関

係を明らかにすることを課題としたい。 
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図-3 各流域の緯度経度情報 

 

図-4 過去 19年間において流域の各閾値に対して雨

季が始まった日数を示す。 
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